
全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
本
部
と
７

地
方
支
部
（
北
海
道
、東
北
、

関
東
、
中
部
、
関
西
、
中
四

国
、
九
州
）
で
構
成
し
て
い

る
。
現
在
の
会
員
数
は
、
１

１
４
会
員
で
、支
部
に
は
、の

べ
１
９
５
会
員
が
所
属
し
て

い
る
。
本
部
に
は
、
�
の
委

員
会
が
あ
り
、
調
査
研
究
の

成
果
と
し
て
資
料
を
と
り
ま

と
め
、７
つ
の
支
部
で
は
、そ

れ
ら
の
資
料
を
活
用
し
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
者
の
資

質
向
上
や
次
世
代
の
人
材
確

保
・
育
成
に
向
け
た
講
習
会

・
研
修
会
開
催
な
ど
の
協
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

設
立
�
周
年
と
な
っ
た
平
成

�
年
に
は
、
水
コ
ン
協
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
。「
こ
れ
か
ら

の
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
の
挑
戦
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
多
様
な

官
民
協
働
の
推
進
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

調
査
研
究
事
業

上
下
水

道
事
業
の

持
続
的
な

推
進
に
資

す

る

た

め
、
上
下

水
道
に
係

る
調
査
、

計
画
、
設

計
、監
理
、

経
営
等
の

幅
広
い
分

野
に
つ
い

て
技
術
向

上
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
普
及
さ
せ

る
た
め
の
情
報
提
供
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
受
託
調
査
研
究
は
、
会

員
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
か

ら
当
該
案
件
に
つ
い
て
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
専

門
家
を
選
任
し
て
「
作
業
チ

ー
ム
」
を
編
成
し
主
体
的
に

実
施
し
て
い
る
。

技
術
に
関
す
る
情
報
の
収

集
、
広
報
活
動

調
査
研
究
の
成
果
と
と
も

に
、
技
術
資
料
の
収
集
、
分

析
、資
料
編
纂
な
ど
を
行
い
、

上
下
水
道
の
技
術
に
関
す
る

資
料
を
、
刊
行
物
や
Ｈ
Ｐ
な

ど
に
よ
っ
て
、
広
く
公
表
・

提
供
し
て
い
る
。広
報
誌「
水

坤
」
は
年
２
回
発
行
し
、
会

員
な
ど
に
頒
布
し
て
い
る
。

人
材
確
保
・
育
成
支
援
と

し
て
、
大
学
訪
問
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
新
卒
者
を
対

象
に
上
下
水
道
事
業
へ
の
理

解
促
進
や
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、

職
業
の
認
知
度
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

研
究
発
表
会
、
講
習
会
、

見
学
会
な
ど
の
開
催

上
下
水
道
に
関
す
る
技
術

を
広
く
普
及
さ
せ
る
と
と
も

に
、
上
下
水
道
技
術
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、
上
下
水
道

に
関
わ
る
民
間
技
術
者
や
事

業
体
（
地
方
公
共
団
体
）
職

員
に
広
く
公
開
し
た
講
習

会
、
見
学
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
る
。

要
望
・
提
案
活
動

上
下
水
道
事
業
体
に
対

し
、
改
正
品
確
法
に
掲
げ
ら

れ
た
項
目
の
実
現
に
向
け
要

望
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査

研
究
で
と
り
ま
と
め
た
成
果

の
う
ち
上
下
水
道
事
業
の
施

策
に
資
す
る
も
の
に
つ
い
て

提
案
を
行
っ
て
い
る
。
活
動

の
一
環
と
し
て
、
以
前
か
ら

関
東
支
部
と
関
西
支
部
で
は

事
業
体
と
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
他

の
支
部
で
も
事
業
体
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
機
会

が
増
え
て
い
る
。

最
近
の
活
動
と
今
年
の
重

点
取
り
組
み

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
災
害
時
支
援
な
ど
に
関
し

て
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た

初
年
度
で
あ
り
、
協
会
活
動

に
関
す
る
情
報
発
信
を
強
化

す
る
た
め
、
引
き
続
き
全
国

で
公
開
型
の
講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
Ｈ
Ｐ
を
見

直
す
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
上
で

も
情
報
発
信
の
た
め
の
環
境

を
整
備
す
る
。

ま
た
、
災
害
時
支
援
に
関

し
て
、
熊
本
地
震
に
お
け
る

協
定
に
基
づ
い
た
支
援
活
動

の
経
験
を
踏
ま
え
て
災
害
時

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
を

予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
の

情
報
を
活
用
し
て
関
係
者
の

円
滑
な
災
害
時
支
援
活
動
に

資
す
る
た
め
の
災
害
時
支
援

者
育
成
講
習
会
を
開
催
す
る

予
定
。

本
年
４
月
１
日
付
け
で
水
コ
ン
協
（
全

国
上
下
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
）
は
公

益
社
団
法
人
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
水
コ
ン
協
創
設
以
来
あ
た
た
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
国
、
自

治
体
、
上
下
水
道
業
界
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
お
蔭
で
す
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
水
コ
ン
協
の
活

動
は
、
公
衆
衛
生
の

向
上
、
地
球
環
境
の
保
全
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
旧
に
倍
し
て
上
下
水
道
事
業

の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
上
下
水
道
事
業
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
普
及
促
進
中
心
の
取
り
組
み
か
ら
、

老
朽
化
す
る
施
設
の
対
応
、
甚
大
化
す
る

自
然
災
害
の
対
策
、
経
営
効
率
化
に
向
け

て
の
取
り
組
み
な
ど
、
上
下
水
道
事
業
の

機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
な
が
ら
持
続

的
・
安
定
的
な
経
営
を
実
現
す
る
と
い
う

取
り
組
み
に
変
わ

っ
て
き
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状

況
の
中
で
上
下
水

道
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
業
務
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
施

設
調
査
、
改
築
更

新
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
災
害
対
策
等
の
業
務
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
調
査
・
計
画
や

設
計
・
監
理
の
業
務
か
ら
、
施
設
の
管
理

や
運
営
も
含
む
幅
広
い
業
務
に
広
が
り
、

求
め
ら
れ
る
役
割
や
責
任
も
重
く
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
と
っ
て
も

大
切
な
転
換
期
で
あ
り
、
水
コ
ン
協
は
非

常
に
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
益
法
人
に
移

行
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

水
コ
ン
協
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
領

域
拡
大
と
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
既
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
管
理
し
て
い
く
時
代

に
移
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
点
検
調
査
、

解
析
診
断
、
修
繕
改
築
、
運
転
管
理
の
各

段
階
で
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
シ

ス
テ
ム
構
築
、
計
画
策
定
等
に
お
い
て
業

務
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
官
民
連
携
事
業
や
広
域
化
・
共
同
化

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
対
応
し
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

２
点
目
は
、
国
、
自
治
体
、
大
学
、
関

係
団
体
・
業
界
と
の
連
携
強
化
で
す
。
今

日
の
上
下
水
道
事
業
は
、
地
球
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対

応
、
地
域
の
振
興
等
の
社
会
課
題
と
一
体

的
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、

関
係
機
関
や
事
業
者
と
の
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
既
存
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、

幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
を
築
き
、
上
下

水
道
事
業
の
事
業
価
値
向
上
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
人
材
育
成
で
す
。
多
様
化
し
高

度
化
す
る
上
下
水
道
事
業
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は

人
材
の
確
保
と
育
成
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
社
会

と
環
境
に
貢
献
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し

有
意
の
人
材
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

も
と
に
人
材
育
成
を
推
進
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

社
会
全
体
が
「
モ
ノ
社
会
」
か
ら
「
コ

ト
社
会
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
コ
ト
」
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
に
焦
点
を
当
て
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

仕
事
は
着
実
に
拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ま

す
。
水
コ
ン
協
は
公
益
法
人
化
を
契
機
に

さ
ら
に
活
動
を
充
実
さ
せ
、
ご
期
待
に
応

え
て
い
く
所
存
で
す
。

全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
は
熊
本
市
上
下
水
道
局
と

の
共
催
で
４
月
�
日
、座
談
会『
熊

本
地
震
本
震
か
ら
２
年
が
経
過
し

て
～
下
水
道
管
路
施
設
を
中
心
に

～
』
を
開
催
し
た
。
局
別
館
を
会

場
に
熊
本
県
や
熊
本
市
、益
城
町
、

支
援
隊
か
ら
は
大
阪
市
、
さ
ら
に

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
ら

が
一
堂
に
介
し
、
地
震
発
生
か
ら

の
活
動
を
振
り
返
り
、
そ
の
評
価

や
改
善
点
を
抽
出
、
さ
ら
に
残
さ

れ
た
課
題
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
主
催
者
の
尾
﨑
正
明
・

水
コ
ン
協
専
務
理
事
は
「
大
都
市

ル
ー
ル
や
災
害
支
援
協
定
に
基
づ

く
活
動
に
多
く
の
関
係
者
が
携
わ

り
着
々
と
災
害
復
旧
は
進
ん
だ
。

本
震
か
ら
２
年
と
な
り
、
課
題
な

ど
を
振
り
返
る
こ
と
は
今
後
に
資

す
る
も
の
だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
吉

澤
正
宏
・
熊
本
市
上
下
水
道
局
技

監
は
「
上
下
水
道
の
利
用
と
い
う

観
点
か
ら
は
問
題

の
な
い
状
況
に
あ

る
。
し
か
し
下
水

道
管
渠
の
災
害
復

旧
工
事
は
継
続
、
或
い
は
入
札
不

調
も
あ
り
、
地
震
の
爪
あ
と
は
ま

だ
残
る
。
本
市
は
昨
年
を
復
興
元

年
と
し
て
諸
施
策
を
進
め
て
い

る
。
上
下
水
道
局
に
お
い
て
も
復

旧
復
興
計
画
を
策
定
し
、
職
員
一

丸
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
規
模

災
害
に
対
し
て
の
迅
速
な
対
応
を

考
え
る
上
で
座
談
会
で
の
意
見
交

換
に
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。座

談
会
は
第
１
部
『
地
震
発
生

か
ら
体
制
構
築
ま
で
』、
第
２
部

『
災
害
査
定
資
料
の
作
成
』、
第
３

部
『
災
害
復
旧
状
況
』、
第
４
部

『
残
さ
れ
た
課
題
と
今
後
の
対
応
』

の
構
成
で
行
っ
た
。

熊
本
地
震
で
は
大
都
市
ル
ー
ル

や
日
本
下
水
道
協
会
の
災
害
時
支

援
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
基
づ
く
事

業
体
間
の
支
援
、
民
間
企
業
体
と

の
災
害
時
支
援
協
定
に
よ
る
復
旧

業
務
な
ど
多
く
の
関

係
者
が
携
わ
っ
た
。

水
コ
ン
協
に
お
い
て

は
発
災
と
同
時
に
、

本
部
に
広
域
支
援
本

部
を
、
九
州
支
部
内

に
現
地
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
さ
ら
に

熊
本
市
、
益
城
町
と

災
害
支
援
協
定
を
締

結
し
て
対
応
を
続
け

た
。座

談
会
で
は
、
熊

本
市
の
ケ
ー
ス
と
し
て
同
一
庁
舎

内
に
下
水
道
事
業
体
や
水
コ
ン
協

会
員
、
管
路
協
な
ど
の
各
支
援
隊

の
本
部
を
設
け
た
こ
と
で
連
携
体

制
が
充
実
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
調

査
デ
ー
タ
の
整
理
や
査
定
資
料
の

作
成
を
早
期
に
統
一
し
た
こ
と
な

ど
様
々
な
工
夫
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ

な
業
務
状
況
を
報
告
。
大
都
市
ル

ー
ル
に
よ
っ
て
先
遣
隊
と
し
て
熊

本
市
に
入
っ
た
大
阪
市
か
ら
は
地

震
を
教
訓
と
し
た
大
都
市
ル
ー
ル

の
改
訂
を
説
明
。
被
災
地
の
近
隣

都
市
が
指
名
に
よ
っ
て
情
報
連
絡

統
括
都
市
に
な
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
や
管
路
協
・
水
コ
ン
協
な
ど
の

協
定
は
一
括
契
約
が
望
ま
し
い
、

な
ど
今
後
の
対
応
策
に
も
言
及
し

た
。水

コ
ン
協
は
全
国
ル
ー
ル
や
大

都
市
ル
ー
ル
と
連
携
し
た
速
や
か

な
初
動
、
調
査
技
術
や
手
法
の
改

善
、
査
定
設
計
図
書
作
成
の
簡
素

化
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ら
な

る
災
害
時
対
応
の
迅
速
化
を
目
指

し
た
提
案
も
あ
っ
た
。

座
談
会
で
は
熊
本
市
か
ら
水
道

事
業
に
お
け
る
地
震
時
対
応
や
現

状
も
報
告
。
各
団
体
は
熊
本
地
震

か
ら
２
年
の
全
貌
を
振
り
返
り
、

残
さ
れ
た
課
題
な
ど
を
率
直
に
意

見
交
換
し
、
今
後
と
も
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
組
ん
で
復
旧
・
復
興
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

普
及
拡
大
の
時
代
か
ら
維
持
管
理
の
時

代
に
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
久
し
い
上
下

水
道
で
す
が
、
我
々
水
コ
ン
協
会
員
の
仕

事
の
地
平
線
は
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
っ
て
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
知
識

の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
そ
の
代
表
例
が

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
は
じ
め
と
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
知
識
で
す
。
最
近
よ
く
「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま

す
が
、
モ
ノ
に
関
す
る
仕
事
だ
け
だ
っ
た

時
代
か
ら
、
ヒ
ト
や
カ
ネ
に
関
す
る
仕
事

も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ト
の
仕
事
と

い
う
の
は
、
例
え
ば
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
関
す
る
も
の

で
す
。
カ
ネ
の
仕
事
は
、
文
字
通
り
財
務

に
関
す
る
仕
事
。
要
す
る
に
、
上
下
水
道

と
い
う
モ
ノ
の
設
計
だ
け
で
な
く
、
組
織

の
設
計
、
カ
ネ
動
き
の
設
計
も
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

な
か
で
も
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
知
識
は
、
私
た
ち
が
急
い
で

身
に
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
分
野

で
し
ょ
う
。
地
方

公
共
団
体
等
は
、

施
設
の
老
朽
化
や

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

大
量
退
職
、
予
算

不
足
等
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
ま
す
ま

す
官
民
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
い

く
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
官
民
協
働

と
い
う
の
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
一
種

で
、
一
般
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
わ
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
が
発
注
を
行
う
た
め
の
事
前
準

備
や
手
続
き
に
つ
い
て
、
政
府
組
織
か
ら

様
々
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
も
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
仕
事

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
下
水

道
に
つ
い
て
は
事
例
が
少
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
契
約
締
結
後
に
発
生
す
る
か
も
し

れ
な
い
様
々
な
リ
ス
ク
事
象
に
対
す
る
対

応
方
法
に
つ
い
て
の
実
務
的
研
究
が
不
足

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

上
下
水
道
の
計
画
や
設
計
と
い
う
私
た

ち
が
長
く
携
わ
っ
て
き
た
仕
事
は
、
経
験

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
礎
的
な
科
学
技
術
の
知
識
を
応
用
し
、

大
い
に
想
像
力
を
働
か
せ
て
計
画
、
設
計

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
科
学
技
術
の
基
本
的
な
知

識
と
想
像
力
を
駆
使
し
て
解
を
見
出
す
と

い
う
態
度
は
、
私
た
ち
上
下
水
道
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
普

遍
な
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
、
今
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的

な
知
識
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
契
約
理
論

に
関
す
る
も
の
で
す
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
、
上
下
水
道
の
ま

と
ま
っ
た
範
囲
の
業
務
が
長
期
に
わ
た
っ

て
民
間
企
業
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
さ
れ
た
場

合
、
民
間
企
業
側
に
蓄
積
さ
れ
る
重
要
な

情
報
が
、
地
方
公
共
団
体
側
と
共
有
さ
れ

な
い
と
か
、
共
有
さ
れ
て
も
地
方
公
共
団

体
側
で
そ
の
意
味
が
正

確
に
捉
え
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
報
の
非
対
称
性
か
ら
は
、

逆
選
抜
や
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
と
い
っ
た

問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
契
約
理
論
で
は
、
解
決
法
と
し
て
民

間
企
業
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
契
約
の
重
要
性
が
導
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
上
下
水
道
事
業
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
契
約
の
締
結
や
契
約
関
係
の

長
期
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
の
よ
う
に
具
体

的
に
反
映
さ
せ
る
か
。
こ
の
よ
う
な
課
題

に
立
ち
向
か
う
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
集
団
こ
そ
、
公
益
社
団
法
人
水
コ
ン

協
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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が
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